
子規記念博物館

常設展リニューアル

子規記念博物館は昭和56年に開館し、平成29年に子規・漱石・極堂生誕150年を

記念して、常設展3階の展示機器をリニューアルしました。

今回は、常設展2階を中心にリニューアルし、タッチパネルや大型モニターなどを新設しま

す。子どもから大人まで、さらに楽しみながら観覧できます。
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リニューアル①
導入展示を更新

リニューアル②
タッチパネル式など
映像展示に更新【4カ所】

リニューアル④
AR機能付 大型モニターを新設

リニューアル③
クイズコーナーを新設【8カ所】

リニューアル箇所

2階

2階

3階

特集展示
道後温泉の歴史と文化

リニューアル⑤
子規記念博物館の
名品コーナーを新設
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以前の展示

リニューアル①-A～D 常設展導入展示を更新

■古代と中世の松山を紹介する展示を

初めて来館する方も子規に親しみ、興味を持てるよう、

子規に関する導入展示に更新します。

■「子規の生涯」「子規の業績」「子規の家族」「子規と松山」

の 4つのテーマで子規を紹介。あとの展示を分かりやすくします。

■古代と中世の松山や道後温泉の展示は、導入展示横の

大型パネルに集約します。

※画像は完成イメージです
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■パネル展示を、５０インチモニターの映像展示に更新します。

■子規誕生前の松山藩の歴史を、２～３分の動画で

分かりやすく紹介します。

幕末維新期の動乱と松山藩の行動、

若き藩主・松平定昭や子規の祖父・大原観山らの活躍など。

リニューアル②-E 映像展示へ更新「幕末の松山」

※画像は完成イメージです

以前の展示
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以前の展示 ■パネル展示を、タッチパネル式５０インチモニターの映像展示に

更新します。

■少年・子規の上京に関し、松山から東京まで、子規が実際に

進んだルートをたどりながら、当時、利用した船や鉄道、港、駅

などを写真と画像で分かりやすく紹介します。

リニューアル②-G タッチパネル式映像展示へ更新「子規の上京」

※画像は完成イメージです

詳しく知りたい

ルートや地点にタッチ
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以前の展示 ■パネル展示を、タッチパネル式５０インチモニターの映像展示に

更新します。

■子規が住んでいた明治松山の地図から、子規の誕生地や、

生い立ちの家など関係するスポットを検索できます。

子規ゆかりの場所への興味を深めます。

リニューアル②-G タッチパネル式映像展示へ更新「明治と現在の松山」

※画像は完成イメージです

詳しく知りたい地図上

の地点にタッチ

地図は明治と現代を

切り替え可能
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■パネル展示を、タッチパネル式５０インチモニターの映像展示に

更新します。

■数多い子規のペンネームの中から、約６０個を「五十音順」

「年代順」で紹介。またお気に入りのペンネームに投票できます。

リニューアル②-H タッチパネル式映像展示へ更新「子規のペンネーム」

以前の展示

五十音順、年代順、総選挙順

から表示方法を選択
※画像は完成イメージです



7リニューアル③ クイズコーナーの新設

■タッチパネル式のクイズコーナーを新設します。

■常設展示室2階に4カ所、3階に4カ所、計8カ所です。

それぞれのコーナーの展示から出題します。

小学生・中学生が楽しみながら、展示を復習できます。

■クイズを解いた後、解説もあります。

以前の展示

※画像は完成イメージです

≪出題例≫

Q．「子規」というペンネームは、ある鳥の

名前を意味します。その鳥は何？

①うぐいす

②カラス

③ほととぎす

A．正解：③ほととぎす



8リニューアル④ AR機能付き大型モニターの新設

以前の展示

記念撮影コーナー 背景の例

メニューは観覧者のジェスチャーで選択
※タッチパネルでも操作できます

※画像は完成イメージです

■AR機能付８６インチ大型モニターを新設します。
■３つのコンテンツ
・常設展を、楽しみながら、復習できる映像
・松山の観光案内 ※２次元コードで情報を持ち帰れます
・記念撮影コーナー ※２次元コードで情報を持ち帰れます
AR機能で映し出される背景（４種類）に入り込み、
「しっきー」と一緒のオリジナル写真が撮れます。

■市内観光地へ回遊性を高め、
子どもから大人まで楽しめるコーナーです。
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■子規記念博物館の名品コーナーを、常設展2階に新設します。

子規の直筆資料を中心に、子規博えりすぐりの名品を、

定期的に展示替えしながら紹介します。

子規画「自画像」（彩色）

リニューアル⑤ 「子規記念博物館の名品」コーナーの新設

1900（明治33）年ころ、子規が病床で

鏡を見ながら自分の姿を写生したものです。

同じ構図の資料の自画像は３点現存しており、

そのうちの貴重な２点を展示します。

【令和6年7月3日公開】

・子規画 「自画像」（彩色） 1点

・子規画 「自画像」（墨画） 1点

※展示は令和6年11月4日（月曜日・休日）まで



10その他の新設展示

■道後温泉本館改築130周年を記念し、常設展3階で、

特集展示「道後温泉の歴史と文化」を公開します。

子規博収蔵の道後温泉関連資料を展示します。

道後温泉絵図（松山市指定文化財）

※展示期間は令和7年3月24日（月曜日）まで。会期中、展示替えを実施します。



１階 ２階

３階 ４階

フロアマップ



【開館時間】
午前9時 ～ 午後6時 ＜ 5月1日 ～ 10月31日＞
午前9時 ～ 午後5時 ＜11月1日 ～ 4月30日＞

【定休日】 火曜日 ※祝日の場合は翌日

【常設展観覧料】
高校生以下 無料、個人400円・団体320円

65歳以上 個人200円・団体160円

【お問い合わせ先】 子規記念博物館

館長：大石 和可子

担当執行リーダー：越智 文子

電話：089-931-5566

E-mail:sikihaku@city.matsuyama.ehime.jp
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